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国連生物多様性の 10 年日本委員会（UNDB-J） 

平成 30 年度 事業実施計画（案） 

 

＜方  針＞ 

 平成 29 年度は、ロードマップに基づき、UNDB-J 及び構成団体が生物多様性の主流化に向

けた取組を推進した。平成 30 年度は引き続き取組を推進するとともに、2020 年に向けた 10

年間の取組・成果について、整理を行う。 

＜重点事業＞ 

○ロードマップに基づいた取組推進 
  ロードマップに位置づけられている取組について、前年度の取組状況のフォローアップ

を行うとともに、必要な改訂を行う。その上で、ロードマップに基づいた取組を推進する。

特に UNDB-J としての取組として掲げられている以下の取組について重点的に取り組む。 

・100 万人の「MY 行動宣言」 

   これまでの取組に加え、一定規模の宣言数を集めた主体の表彰、既存のイベント等と

の連携等を推進し、2020 年までに 100 万人の宣言を目指す。 

・「生物多様性の本箱」300 館プロジェクト 

   推薦図書「生物多様性の本箱」の常設・企画展示を行った図書館・施設等の数を 2020

年までに 300 館達成することを目指して、さらなる普及啓発に取り組む。 

・「にじゅうまるプロジェクト」2020 宣言 

   にじゅうまるプロジェクト実施主体の国際自然保護連合日本委員会と連携して、2020

宣言を目指す。 

・グリーンウェイブ 2018 の取組強化 

   これまでの取組に加え、関係機関と緊密に連携してオフィシャル・パートナーの任命

等を実施し、参加団体の増加とパブリシティの促進を図る。 

○2020 年に向けた検討 

国連生物多様性の 10 年（UNDB）の最終年である 2020 年にむけて、取組及び成果につい

て、UNDB-J の場を活用しながら、検討を実施。 
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＜個別事業＞ 

 
 
１．生物多様性に関する行動の呼びかけ 

☆（１）MY 行動宣言 ５つのアクション・100 万人の MY 行動宣言 

国民一人ひとりが生物多様性との関わりを自分の生活の中でとらえることができ

るよう、５つのアクションの中から自らの行動を選択して宣言する「MY 行動宣言シ

ート」について、主流化の取組みの初動となるツールとして活用を広く呼びかける。 

・ 日本動物園水族館協会、女子高生、ホリスティックビューティの協力による宣言シ

ートの配布。 

・ SNS 等ソーシャルメディアを活用した MY 行動宣言。 

・ 政府広報、YouTube 等マスメディアを活用した呼びかけを実施。 

・ UNDB-J が運営に関わるイベントにおいて、５アクションを踏まえたスタンプラリー

等、効果的な収集方法を検討・実施。 
・ MY 行動宣言と連携可能な団体と、イベント等にて積極的な PR を展開。 
・ UNDB-J や環境省の後援名義の申請団体や、イベントで顔を合わせた団体等に、MY 行

動宣言の収集を依頼。 

☆（２）生物多様性アクション大賞による表彰【CEPA ジャパン】 

国民一人ひとりが５つのアクションを理解し実践するため、全国各地から事例を収

集してウェブサイトに掲載することと、各地の活動を応援することを目的に、企業等

に寄付協賛を呼びかけ、MY 行動宣言の５つのアクションに即した活動を募集し表彰

する「生物多様性アクション大賞 2018」を昨年度に引き続き、UNDB-J 主催事業とし

て実施。 

 
２．セクター間の情報交換・連携促進 

（１）国連生物多様性の 10 年日本委員会 地域フォーラム 

  各地域レベルでも UNDB-J 各委員、認定連携事業の認定団体、各地域で活動する様々

な団体等の連携による取組を推進するため、各地域における関係者が一堂に会し、事

例紹介やワークショップを行うフォーラムを地方事務所、自治体ネットワーク、EPO

と連携して年２回開催。 

（２）生物多様性全国ミーティング 

・ 「第８回生物多様性全国ミーティング」を鹿児島市にて開催。 

・ 「明治維新 150 周年」「生物多様性自治体ネットワーク定期総会」、「生物多様性エク

スカーション」等を開催する鹿児島市と連携。 

 
  

★ 新規事業・取組 
☆ Iki・Tomo 推進事業 

【 】 〃   推進事務局 
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３．主流化に向けた活動プログラム 

☆（１）「生物多様性の本箱」の普及啓発 

＜「生物多様性の本箱」300 館プロジェクト＞ 

・ UNDB-J が推薦する子供向け図書「生物多様性の本箱」については、常設・企画展示

を行った図書館・施設等の数を 2020 年までに 300 館達成することを目指して、さら

なる普及啓発を図るための広報、様々なイベントへの出展等を実施。 

・ 国際生物多様性の日（５月 22 日）を含む１ヶ月程度、岐阜県公共図書館協議会と連

携した企画展を県内 36 図書館にて実施。 

＜本箱寄贈プロジェクト＞【日本自然保護協会等】 

「生物多様性の本箱」を普及啓発施設、小・中学校、図書館等に寄贈し、持続可

能な社会の未来を担う子どもたちへ、生物多様性の理解、普及啓発を推進するため、

企業等に寄付協賛を呼びかける。 

☆（２）連携事業の認定【国際自然保護連合日本委員会】 
・ UNDB-J が推奨する連携事業を９月（第 13 弾）と３月（第 14 弾）に認定。 

・ 認定団体については、全国ミーティングにおいて表彰や取組を紹介。 

・ ウェブサイトでの紹介、リーフレットを活用した各セクターへの働きかけ。 

・ 「いきものにぎわい企業活動コンテスト」の受賞事業を UNDB-J 認定連携事業の候

補に設定。 

☆（３）グリーンウェイブ【国土緑化推進機構】 

植樹等をきっかけとした生物多様性の広報、教育、普及啓発を推進するため、３

月１日から６月 15 日までの期間に、国内の各地域で植樹等を行う国連生物多様性

の 10 年「グリーンウェイブ 2018」への参加と協力を広く呼びかける。 

・ 地方自治体や企業・団体等が主体となった「グリーンウェイブ」の呼びかけを強化

するため、①登録促進、②広報、③寄付・協賛等を通して「グリーンウェイブ」の

取組の活性化に寄与する地方自治体や企業・団体等を、「グリーンウェイブ」オフィ

シャル・パートナーに任命。 

＜「グリーンウェイブ」オフィシャル・パートナー一覧＞ 

・第１弾（平成 30 年３月 14 日(水)任命） 
No. 団体名 活動名 

１ 積水化成品工業株式会社 
積水化成品グループで行う 「グリーンウ

ェイブ」 

２ 
カシニワ・フェスタ 2018 実行委員会・

一般財団法人柏市みどりの基金・柏市 
カシニワ・フェスタ 2018 

３ 
公益財団法人 大阪みどりのトラスト

協会 
グリーンウェイブ 2018  in  Osaka 

４ 
一般社団法人 企業と生物多様性イニ

シアティブ（JBIB) 

JBIB いきもの Days2018～生物多様性の主

流化に向けたモニタリングイベント～ 

★ 

★ 
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５ 公益財団法人 オイスカ 
グリーンウェイブ（植樹等）活動実施の呼

びかけ、広報、国際連携 

６ 名古屋市 
グリーンウェイブ活動の登録呼びかけ、広

報 

７ 
特定非営利活動法人 子どもの森づく

り推進ネットワーク 

JP 子どもの森づくり運動「東北復興グリ

ーンウェイブ」  

８ ワタミ株式会社 植樹活動 

・第２弾（平成 30 年５月 12 日(土)任命） 

No. 団体名 活動名 

１ 
公益財団法人 静岡県グリーンバンク・

静岡県 
平成 30 年度森づくり県民大作戦 

・ 企業・団体等の本社・本部がある首都圏において、一般公募型の活動を紹介するモ

デルキャンペーンを開催し、ポスター・パンフレットを制作して呼びかけを強化。 

・ 各地域で開催される活動のパブリシティ促進等に貢献するために、「ミス日本みどり

の女神」を「地球いきもの応援団・グリーンウェイブ大使」に任命。 

・ 「みどりの月間」とも連携して環境省による「新宿御苑みどりフェスタ」や、農林

水産省・林野庁と国土緑化推進機構等による「みどりの感謝祭（みどりとふれあう

フェスティバル）」等において、「グリーンウェイブ」の呼びかけを実施。 

（４）生物多様性イベント支援ツール 

生物多様性自治体ネットワーク構成自治体において生物多様性関連主催イベント

を積極的に開催するよう呼びかけるとともに、同自治体向けに「地球いきもの応援団」

の紹介や生物多様性キャラクター応援団「タヨちゃんサトくん」の着ぐるみ、「生物多

様性の本箱」等の貸出、各種広報ツールの配布を実施。 
 
４．情報発信 

（１）生物多様性マガジン「Iki-Tomo」 

一般国民を対象とした普及啓発用小冊子として、自然の恵みを感じる生物多様性マガ

ジン「Iki・Tomo」を発行。 

☆（２）生物多様性.com【日本自然保護協会】 
日常の中で生物多様性の恵みを感じる機会を提供するためのウェブサイトの運営。

連携事業の認定団体やグリーンウェイブ活動団体について取組や紹介文を掲載。 

  

★ 
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（３）facebook「Iki-Tomo パートナーズ」 
・ Iki-Tomo パートナーズへの新たな参画を関係者へ呼びかけ。 

・ 認定連携事業や子供向け推薦図書をはじめとする UNDB-J の様々な取組のほか、

UNDB-J 構成団体の取組を広く発信。 

・ 環境省の報道発表と連動し、イベント開催情報等を発信。 

（４）UNDB-J ウェブサイト 

  全国ミーティング、地域フォーラム等のイベント開催情報や、MY 行動宣言や生物多

様性の本箱、認定連携事業の実績等、UNDB-J の活動状況等を発信。 

（５）イベント 

みどりの感謝祭、グリーンチャレンジデー等へ UNDB-J の取組を発信する展示を出展。 

（６）COP14 におけるサイドイベント 

・ 11 月にエジプトで開催される COP14 において、サイドイベントを開催し、これまで

の取組の事例紹介等を行い、国際社会に広く「愛知目標」達成に向けた発信を実施。 

・ 日本から COP へユースを派遣し、国際舞台で生物多様性保全を担う若手の育成に貢

献する。 【国際自然保護連合日本委員会等】 
 

５．主流化推進チームによる広報・主流化 

（１）地球いきもの応援団、生物多様性リーダー 

  地球いきもの応援団の全国ミーティング等での出演を通じた普及啓発。 

（２）生物多様性キャラクター応援団 

・ キャラクター応援団への新たな入団を呼びかけ。 

・ 全国ミーティング、地域フォーラム等の機会を活用し、UNDB-J キャラクター「タヨ

ちゃんサトくん」と開催地のキャラクターが、今後協力して普及啓発に取り組むこ

とを宣言する「生物多様性キャラクター応援団共同宣言式」を実施。 

 
６．委員会等の運営 

・ 委員会（１回）、幹事会（２回程度）、運営部会（３回程度）を開催。 

・ 寄付金の活用については UNDB-J 支援事業財務委員会（５月、２月）と連携。 

・ 2020 年に向けた UNDB-J や構成団体の取組をまとめたロードマップに基づいた取組

を推進。 

 

  

★ 

☆ 
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【参考】 

（１）UNDB-J 推進事業（愛称：Iki・Tomo 推進事業）について 
・ UNDB-J 活動を拡大するため、UNDB-J 構成団体による事業との連携が効果的な事業や、UNDB-

J 構成団体からの提案事業等については、環境省（UNDB-J 全体の事務局）と調整のうえ、
UNDB-J 推進事業（愛称：Iki・Tomo 推進事業）に位置づけ、当該団体内に事務局（愛称：Iki・
Tomo 推進事務局）を設置。 

・ 事業の実施にあたっては、UNDB-J 全体の事務局である環境省と連携しつつ実施。 

（２）寄付協賛募集事業について 
・ 事業規模の拡大等を図るため、事業の目的や趣旨に応じて、企業等に寄付協賛を呼びかけつ

つ事業を実施。 
・ 例えば、「生物多様性の本箱」の各作品を寄贈するプロジェクトについては、各出版社への

協賛（本の提供）の呼びかけや、企業等への寄付（寄贈式の実施費用の負担等）の呼びかけ
についても実施。 



【機密性２】
※機密性は以下を参考に、適切に変更・表示し、以下の記述を削除してください。また、取扱制限等（例１：関係者限り、例２：公表までの間）については必要に応じて追加してください。
秘密文書相当、機微な個人情報を含む場合は【機密性３】／公開を前提としない場合は【機密性２】（公開前の案の段階なども含む）／公開可能な場合は【機密性１】MY行動宣言

【関係機関と連携した○○版の作成】

MOTHER
EARTH版

女子高生版

【動画の作成・YouTubeでの発信】
東京湾大感謝祭

SATOYAMA SATOUMIイベント

https://www.youtube.com/watch?v=C49k_fy0TWI&list=PLq1hZlDmNE8gFPQBj9HnDp0rj
VCcLNiFq&index=2

https://www.youtube.com/watch?v=K3Da1yfb1P8

【政府広報を活用した発信】

秋元才加とJOYのWEEKLY JAPAN
BlueEarthProject
による普及活動

資
料
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「生物多様性アクション大賞 2018」 

今後のスケジュール 

 

 

7 月 3日(火) 応募開始 

 

9 月 3日(月) 応募締切 

 

9 月下旬 ≪一次審査会≫ 

(25～28 日) （CEPA ジャパン理事・環境省・セブンイレブン記念財団による書

類審査） 

 

10 月中旬 ≪二次審査会≫ 

(10～19 日) 5 部門優秀賞・特別賞（復興支援賞・グリーンウェイブ賞・セブ

ン-イレブン記念財団賞・SDGs 賞）・審査委員賞・入賞の決定 

 

12 月 7日(金) 授賞式 

        （当日のプレゼンで 5 部門優秀賞の中から環境大臣賞・農林

水産大臣賞を決定） 

場所：エコプロ 2018 内で調整中 

時間：14:00 開始予定（懇親会 18:00～20:00） 

 

12 月 8 日(土) エコプロ 2018 にて、さかなクン登壇とともに生物多様性アク

ション大賞 

受賞団体の発表（予定） 

場所：エコプロ 2018 イベントステージ 

時間：午後（時間未定） 

資料２－３ 



平成29年度生物多様性認知度調査結果(概要)

調査対象 ： 消費者（NTTコムにアンケートモニターと
して登録している者）

調査実施日： 2018.3.16

総回答数 ： 1,000サンプル
（男女別、年代別（20代、30代、40代、50代、
60代）で100サンプルずつ)

調査方法 ： インターネット調査

調査機関 ： NTTコム オンライン・マーケティング・
ソリューション

資料2-4

■調査条件等



「生物多様性」の認知度調査の結果（時系列）
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H29年度「生物多様性」の認知度の性別・認知度別結果

①意味(内容)を
知っている

②意味(内容)は
知らないが、聞
いたことがある

全体（N=1,000) ％ 69.8 26.9 42.9 19.7 10.5

男性（N=500） ％ 76.4 36.2 40.2 14.6 9.0

20代（N=100) ％ 71.0 36.0 35.0 15.0 14.0

30代（N=100) ％ 81.0 35.0 46.0 12.0 7.0

40代（N=100) ％ 74.0 32.0 42.0 20.0 6.0

50代（N=100) ％ 74.0 34.0 40.0 17.0 9.0

60代（N=100) ％ 82.0 44.0 38.0 9.0 9.0

女性（N=500） ％ 63.2 17.6 45.6 24.8 12.0

20代（N=100) ％ 56.0 20.0 36.0 27.0 17.0

30代（N=100) ％ 62.0 14.0 48.0 27.0 11.0

40代（N=100) ％ 64.0 18.0 46.0 25.0 11.0

50代（N=100) ％ 64.0 15.0 49.0 23.0 13.0

60代（N=100) ％ 70.0 21.0 49.0 22.0 8.0

③聞いたことも
ない

④わからない

①＋②



生物多様性に関する行動をしている人は？

問 生物多様性を保全し、生態系からの恵みを受け続けていくため、あな
たは日常的にどのような行動をしていますか。次の中から当てはまる
ものをいくつでもあげてください。

実数 %

1000 100.0

1 旬のもの、地のものを選んで購入する 489 48.9

2 身近な生き物を観察したり、外に出て自然と積極的にふれあう 235 23.5

3 エコツアー（ガイドによる自然体験）に参加する 68 6.8

4 自然保護活動や美化活動に参加する 156 15.6

5 生き物を最後まで責任を持って育てる 285 28.5

6 環境に配慮した商品を優先的に購入する 278 27.8

7 自然や生き物について、家族や友人と話し合う 170 17.0

8 節電や適切な冷暖房温度の設定など地球温暖化対策に取り組む 508 50.8

9 その他 3 0.3

10 行動していない 203 20.3

全体

「生物多様性」の認知度は約7割だが、約8割の人は生
物多様性に関する行動を実施している。



経団連自然保護協議会
経団連会員各社 ／個社
日本自然保護協会

（Iki･Tomo推進事務局）

前田建設工業
株式会社

福井市立美山図書館（福井県）

南相木村立ふれあい図書館（長野県）

清水建設株式会社 富山市立大沢野小学校（富山県）

住友林業株式会社
新居浜市立図書館

別子銅山記念図書館（愛媛県）

三菱商事株式会社
安芸市地域子育て支援センター
(安芸おひさま保育所)（高知県）

トヨタ自動車
株式会社

名古屋市環境学習センター
エコパルなごや（愛知県）

損害保険ジャパン
日本興亜株式会社

やまがたヤマネ研究会（山形県）

積水化学工業
株式会社

森と恵みと学びの家（群馬県）

東レ株式会社 滋賀県立図書館（滋賀県）

経団連自然保護
協議会

札幌市環境プラザ（北海道）

島根県立三瓶自然館サヒメル（島根県）

森ビル株式会社
港区 子育てひろば「あい・ぽーと」

（東京都）

エイピーピー・
ジャパン株式会社

自然観察くまもと（熊本県）

大和リース株式会社
野々市市立図書館（石川県）

「学びの杜ののいち カレード」

生物多様性の本箱寄贈プログラム

平成29年度は全国14カ所に寄贈

資
料
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「グリーンウェイブ」オフィシャル・パートナーの任命

・ 「グリーンウェイブ」の活動を支援する協力団体（活動の種類：④・⑥・⑦・⑧・⑨）のうち、「登録促
進」「広報」「寄付・協賛」の取組を通して、「グリーンウェイブ」の活性化に特に貢献する企業・団体
等を、UNDB-Jが『「グリーンウェイブ」オフィシャル・パートナー』として任命。

【Ⅰ．登録促進】
「グリーンウェイブ」への登録を広く
呼びかけ、活動登録を一定数以上
集約する取組を行う企業・団体等

基準 ： 概ね30件以上

【Ⅱ．広報】
広く国民一般へ「グリーンウェイブ」を
周知し、活動への参加の呼びかけに
寄与する取組を行う企業・団体等

基準 ： 概ね10万世帯以上

【Ⅲ．寄付・協賛】
「グリーンウェイブ」の活動の活性
化に必要な経費等を寄付・協賛す
る企業・団体等

基準：概ね50万円以上

No. 実施団体名 実施活動名 H29実績 H30予定

１ 積水化成品工業㈱ 積水化成品グループで行う 「グリーンウェイブ」 20件 30件

２
カシニワ・フェスタ2018実行委員会
・(一財)柏市みどりの基金・柏市

カシニワ・フェスタ2018 1件 76件

３ (公財)大阪みどりのトラスト協会 グリーンウェイブ 2018 in Osaka 0件 240件

４
(一社)企業と生物多様性イニシアティブ
（JBIB)

JBIBいきものDays2018～生物多様性の主流化に向けたモニタリ
ングイベント及びいきもの共生森づくり活動～

15件 32件

５ (公財)オイスカ グリーンウェイブ（植樹等）活動実施の呼びかけ、広報、国際連携 (国内)7件 (国内)30件

６ 名古屋市 グリーンウェイブ活動の登録呼びかけ、広報 6件 30件

７ (NPO)子どもの森づくり推進ネットワーク JP子どもの森づくり運動「東北復興グリーンウェイブ」 30件 36件

８ ワタミ㈱ 植樹活動 4件 30件

９ 静岡県・（公財）静岡県グリーンバンク 平成30年度森づくり県民大作戦 0件 95件

合 計 83件 599件

【2018年度任命】

資料2ｰ6



【事例（行政）】 静岡県・静岡県グリーンバンク

①任命式

②植樹祭

（中日新聞、2018/5/13）

（日刊木材新聞、2018/5/17）

（静岡新聞、2018/5/27）

③県民森づくり
大作戦全般

（静岡新聞、2018/5/31）



【事例（民間）】 積水化成品工業グループ

①グリーンウェイブ活動

（募金呼びかけ） （「みぢかな樹木のえほん」との連携）（植樹活動） （ふれあいと一体となった自然観察）

②事業所での活動

（ポスター掲出）

（「グリーンウェイブ募金」募金箱設置）

③チャリティ付き「オリジナルウォーター」制作



「地球いきもの応援団・グリーンウェイブ大使」による取組

YOUチューブ「SATOYAMAチャンネル」用に、「つばきファクトリー」と
連携したＰＲ映像制作（大阪府泉佐野市「泉佐野丘陵緑地」）

②アップフロント・グループと連携したＰＲ映像制作

①ｸﾞﾘｰﾝｳｪｲﾌﾞ大使・ｵﾌｨｼｬﾙﾊﾟｰﾄﾅｰ任命式 ③「SATOYAMA＆SATOUMIへ行こう」ステージ トーク

④ｵﾌｨｼｬﾙﾊﾟｰﾄﾅｰ任命式 ⑤植樹祭＠静岡・掛川

⑥植樹祭＠神奈川・箱根 ⑦植樹祭＠茨城・古河



にじゅうまるプロジェクトの
2017年度成果とデータ活用方法

国際自然保護連合日本委員会

副会長兼事務局長

道家哲平（日本自然保護協会）

1

資料2-7



2017年度（2017/4/1-2018/3/31）、
にじゅうまるプロジェクトは、
371団体499宣言から、549団体747宣言に
増加しました（+128団体、248宣言）。

にじゅうまるプロジェクトは、総数の変化を知るだけ
でなく、細かい分析（見せ方）もできるので、ご紹介
します。
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団体種類ごとの年間宣言件数推移
（事業者）

これは事業者の登録件数
の推移を表したもので
す。

このように、登録主体別
の登録件数の推移を調べ
る事も可能になります。
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団体種類ごとの宣言登録件数と割合

どの主体が生物多様性保全・
愛知ターゲット達成に向けて
活動を推進しているかをみる
ことができます。

例えば、事業者
や非営利団体は積極的に活動
を進めていることが分かります。

これにより、活動が進んでいる
部門、これからの活動促進が
求められる部門が分かるように
なります。

5

自治体, 50, 7%

事業者, 292, 
39%

非営利団体, 
198, 26%

教育研究機関, 

50, 7%

農林漁業, 24, 
3%

その他, 135, 
18%



各都道府県における団体種類ごとの登録件数と割合
（愛知県）

各都道府県における登録
主体の構成割合をみることが
出来ます。

このグラフは愛知県における
登録主体の構成を表したもので
す。

前のスライドで述べた全国
版のグラフと比較することで、
どのセクターの活動が進んで

いるか、あるいは、参加の呼びか
けが不十分なセクターを確かめる
ことが出来ます。
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自治体, 5, 
7%

事業者, 
27, 37%

非営利団

体, 22, 
31%

教育研究
機関, 12, 

17%

農林漁業, 
0, 0%

その他, 6, 
8%



地域ブロック別宣言団体数

北海道, 4 東北

地方, 31

関東

地方, 253

中部

地方, 91

近畿

地方, 62

中国

地方, 15

四国

地方, 25

九州

地方, 59
日本国内のどこの地域での
登録件数が多いかを可視化
できます。

これにより、どこの地域での
活動が盛んであるかを判断
することが出来ます。
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都道府県別宣言数ランキングをだすことも可能
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目標別登録件数
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さらに、愛知ター
ゲットのどの目標
に対応する活動
が多いかを可視
化出来ます。

逆に、どのター
ゲットへの取り組
みが不十分かを
確認することが出
来ます。
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各目標における登録件数の推移
（目標14）

110
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このグラフは、目標14「生

態系サービス」における
登録件数の推移を表して
います。

各目標毎に、登録件数
の推移を調べることが可
能です。
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各目標における団体の種類
(目標11 保護地域）

事業者, 61

自治体, 11

非営利

団体, 35

教育研究機

関, 4

その他, 5

また、各目標においてどのような
団体が登録されているのか
についても、見ることが出来ま
す。

このグラフは目標11の
「保護地域」に当てはまる
プロジェクトの登録主体の構成を
あらわしたものです。各目標におい
て、更なる活動が求められる部門
を把握することが出来ます。
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各地方での各目標に対応する活動
（中部地方での目標１に対応する活動）

非営利団体
62%

農林水産業
8%

自治体
8%

事業者
11%

教育研究機関

11%
このグラフは、中部地方に
おいて、目標1「普及啓発」

に当てはまる活動を行って
いる団体の構成を表したも
のです。

各地域において、各目標に
対応する活動を行う主体の
構成内訳を見ることができ、
活動の促進が求められる部
門が分かります。
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提供できる情報（公開情報の整理）

• にじゅうまる宣言は、活動地域（MAP)・団体名・プロジェクト名が、ウェブ
サイトで公開されています。

• 用途精査の上、希望に応じて、公開情報を整理して提供することが可能
です。

• 例：愛知県のプロジェクトと団体一覧、東京都で宣言している企業（連絡
先・所在地が東京都）の一覧

他のデータベースとの連携について

• にじゅうまるプロジェクトは、salesforceというクラウド型CRM顧客管理ツー
ル（NPO版）を活用し、データ管理を一元化した上で、必要情報をウェブ
サイトに連動させる仕組みを構築しています。

• （一定のコストがかかりますが）エクセルデータから一括データ登録など
も可能です。

• 電機電子４団体の生物多様性保全活動事例データベースと統合した実
績もあります。
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にじゅうまるプロジェクトとは、

日本の市民・団体が愛知ターゲット実現に向けて活動できるよう、

1. 国際情報も含む情報を提供し、

2. 目標への取り組みを動機づけし、

3. 効果的な活動を提案し、

4. 個別目標毎のネットワーク化を推進し、

5. 目標達成状況を評価する場の設定に貢献する 事業です！

14

① 愛知ターゲットに取り組むことを宣言し、ウェブ等で公開され
る仕組み。

② どんな種類の団体もカバーできる。
③ UNDB-Jロードマップで、２０２０宣言が目標設定
という特徴を持っています。

参考



にじゅうまるプロジェクトの分析の意義

愛知ターゲットの主流化をはかれる貴重な指標の一つ

地方自治体、事業者、
NPO・NGO

国民（一人ひとり）

認識 行動反映

生物多様性認知度
（内閣府調査）

15

生物多様性の主流化＝生物多様性の保全と持続可能な利用の重要性が、
国、地方自治体、事業者、NPO・NGO、国民などのさまざまな主体に広く認識
され、それぞれの行動に反映（生物多様性国家戦略2012-2020)

参考



分析ツールとしての強みと弱み

宣言事業数・宣言団体数のみならず、年度・地域・主体ごとに整理分析が可能
分析可能なパラメーター

主体別区分：市民団体、企業、自治体、教育研究機関、第1次産業、その他

目標区分：愛知目標 全20
活動地域区分：海外、全国、及び47都道府県

インプット指標である
生物多様性にどれだけ良い影響を与えたか、最終目標である「生物多様性の損失をとめる」にどこまで
つながっているかは、にじゅうまるプロジェクトだけでは判断できない。

地域や主体の区分数については、一定のバイアスが存在
運営主体（IUCN-J）は、NGOのみならず国や企業団体で構成される組織であるが、企業については民間

参画パートナーシップ、自治体については生物多様性自治体ネットワークがリーダシップを持っているこ
と、民間ベースの資源の制約から地域展開については必ずしも網羅的になっていない。

追加性の把握に課題
宣言数は、宣言プロセス（全愛知ターゲット理解が必須）もあり愛知ターゲットの認知度の指標とはいえ
るが、団体が従来実施してきた事業も新規の事業も混在（2015アンケートでは、半数以上が2010年以
降の新たな取り組みであること、宣言後に新規事業を立ち上げる際に、50％近くがにじゅうまるプロジェ
クトが参考になったと回答）。

16
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